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2022 吉野ヶ里ウインターバルーンフェスタ 

第 32 回吉野ヶ里杯・第 28 回卑弥呼杯熱気球大会 

ゼネラルブリーフィングノート 

Ver.1 2022 年 11 月 17 日 

 

１． 大会について 

（１）競技規定は第 32 回吉野ヶ里杯・第 28 回卑弥呼杯熱気球大会競技規定を使用する。 

（２）陪審員制度は採用しない。競技委員長の判断を最終決定とする。 

（３）本大会の競技は 1フライト、１タスク以上で成立する。 

（４）パイバルデータは磁方位で発表する。 

（５）スケジュールは大会概要書の通り実施し、競技結果はブリーフィング会場に掲示する。 

（６）公式日の出/日没時刻は０７：２０/１７：１５とする。 

公式時刻はＧＰＳもしくはＮＴＴ時刻とする 

（７）競技役員もその役務に支障が無い範囲で競技に参加することができる。 

 

２． 競技地図・競技区域 

競技地図はチームに２部。オブザーバー用に１部配布する。 

競技区域は配布した競技地図全体のうち、飛行報告書（ノータム）によって指定された

空域で、競技外区域を除いた部分とする。 

 

３． 競技外区域 

全てのレッド PZ 及び競技本部が指定した区域。 

これらの区域では、競技の結果は得られないものとする。 

 

４． 飛行に際しての注意事項 

（１）飛行に際しては別紙「佐賀エリアでのフライトにおける申し合わせ事項」を参照のこ

と。なお、飛行は、午前は７：２０～１０：００までに終了するか、目達原基地管制

圏外に離脱すること。 

（２）市販の GPS とパイロット協会にアドレスを登録している携帯電話を搭載すること。 

（３）目達原管制圏内から佐賀通常エリアに進入した場合は、「バルーン離着陸管理 

システム」に従い佐賀空港管理事務所に通報すること。 

（４）飛行が終了した際、パイロット協会携帯（090-5289-8160）へショートメッセージを送

信する。 

管制圏内を離脱し佐賀エリアに進入した場合は、その時点で連絡すること。 

（全機のフライト終了時点で、目達原駐屯地へ連絡します） 

また、一旦管制圏内から離脱後の再進入は認めません。 

（５）中間着陸および P1 を含み乗員の交代を行っても良い。ただし、P1 はエントリーパイ

ロットに限る。また、卑弥呼杯対象チームが男性エントリーパイロットへ交代した時

点で卑弥呼杯の対象外となる。 
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５． ローンチサイト 

（１）吉野ヶ里歴史公園の「市の広場」を使用する。 

（２）ローンチサイト内には、オフィシャルの指示のもと気球を積載したチェイスカーのみ

進入できる。 

公園内へターゲットを設定する競技では、チェイスカー含め全ての車輌の進入は出来

ません。 

（３）ローンチサイトは離陸のみ使用し、公園内での着陸は認めない。 

（４）ローンチサイト（園内）は禁煙となっています。ゴミ等を放置しないこと。 

（５）ローンチサイト（市の広場）でのインフレは芝生を焼かないように十分配慮して行う

こと。（スクープを使用すること） 

 

６． コモンロンチポイント（ＣＬＰ） 

     ２８６６／８８２４ 

 

７． オブザーバー 

（１）本年は、感染症対策によりオブザーバーの参加なしとする。 

（２）貸し出したオブザーバーキットは各エントリーチームにて責任を持って管理し、最終

フライトのデブリーフィング終了後返却すること。 

 

８． ゴール 

    競技者が選択できるゴールは、競技地図内の３桁の番号を振られたゴールとする。宣言

は３桁のゴール番号により行う。他大会で採用されているゴール番号による宣言は無効

となる。 

 

９． マーカー及び番号 

（１）パイロットの競技者番号は「１」から割り付ける。 

（２）マーカー番号は競技者番号と一致する。 

（３）マーカーの紛失、もしくは未返却は１個につき 1,000 円を徴収する。 

 

１０． ＧＰＳ計測 

    ＧＰＳによる計測はゴールから、100ｍ以上離れている場合に採用する。 

ただし、距離制限確認等のために、離着陸地（IML 含む）、すべてのマークを      

ＧＰＳ計測しなければならない。なお、ＧＰＳによる計測の際には別紙 

GPS Measuring Report Form 注意書きを参照のこと。 

 

１１． ポイントの集計 

（１）採点は、タスク毎に適切な公式によって計算され、その上位から 1,000 ポイント制に

て集計する。 

 

１２． 表彰 

（１）吉野ヶ里杯     優勝（賞金３万円）・２位（賞金２万円）・３位（賞金１万円） 

（２）卑弥呼杯      優勝（賞金２万円） 
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（３）タスクトップ賞   各タスクのトップ 

※ 吉野ヶ里杯の採点は全参加者の集計をもって行う。 

※ 卑弥呼杯は、卑弥呼杯該当者における採点を行い、最上位者を優勝者とする。但し、卑

弥呼杯該当チームが 3 チーム未満であった場合は、卑弥呼杯カテゴリは不成立とする。 

※ 表彰式は、ブリーフィング会場にて 12 月 25 日（日）12:00 より行う。 

なお、2日目の競技が実施できなかった場合は、時間変更することもあります。 

 

１３． その他 

（１）ロストもしくはトラブルの場合、速やかに連絡すること。また、必要に応じて報告書

の提出を求めることがある。 

（２）ブリーフィング会場ならびに館内では、一般の来場者の迷惑にならないようマナーに

心がけて下さい。また、持ち込んだゴミについては、すべて持ち帰ってください。 

（３）バルーン競技関係者臨時駐車場（舗装していない場所）は車両パスの掲示がないと一

切駐車を認めませんので、必ずパスをダッシュボードへ掲示してください。 

バルーン競技関係者臨時駐車場（舗装していない場所）は係員の配置は行いません。

日の出前、日の入り後の車輌移動、駐車には十分注意して下さい。 

（４）大会中の LPG 充填は佐賀市の山代ガスで土曜日のみ 08:30～13：00 にて充填可能です。

（土曜のみ可能・時間厳守） 

      ※精算は各チームで行ってください。 

（５）ブリーフィング会場は 24 日（土）6時 00 分、25 日（日）6時 00 分に開場する。 

（６）大会本部電話番号 

   大会専用携帯電話（パイロット協会）           090-5289-8160 

     競技委員長（パイロット協会競技委員）  辻 将隆  080-4315-9191 

     事故対応窓口（パイロット協会安全委員）福田 康弘  090-3323-3819                

 

 

 

佐賀熱気球パイロット協会 


